
以下のスライドの解説は、当日の講義を聞いた担当教員による要約です。 

（講演者による注） 

※本資料は講演者個人の見解に基づくものであり，講演者の属する組織のものではありま

せん。 

 

 

 

 

 

 市場が独占されたり、複数の特定企業の間でカルテルが結ばれたりすると、市場価格が

不当に引き上げられた状態となり、消費者に不利益になるだけでなく社会的にみても損失

となります。 



 

 

 

 

 

 

 東日本大震災の際の道路舗装工事においての談合事件がありました。この事件は課徴金

減免制度が適用された例となります。 



 

 

 

 

 交通産業における独占禁止法の事例です。タクシー業界の運賃下限についてのカルテル

事件では、カルテルに参加しない会社へのカルテル参加への要求が行われていました。鉄

道については阪急電鉄と阪神電鉄が合併することで競争を制限する可能性が指摘されたも

のの、JR西日本との競争は維持されると判断されました。 

 


